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玄米パンによるシロネズミの予備飼育実験

食品栄蓑科 菊地亮也

はじめに

米作単作地帯である秋田県として，米の消費拡

大力澗題にされており，米の消費拡大の運動が学

校給食に利用されることの要望が多く提起されて

いる折，パンに玄米粉を混人した玄米バンの学校

給食利用が昭和 44年 7月に秋田市に研究モデル

校を設置して以来、，同年 9月は 20校の研究モデ

叫校が実施し．，その後実施校の拡大が行なわれて

いるとともに一般市販も行なわれている。

玄米パンの嗜好等については．，各試食会および

児童-,PTA試食会の結果，好評であるとのこと

で、今援も玄米パンの普及は伸展されることと思

われる。

そこで玄米パンの発育に関する影響を玄米パンと

普通パンによ b動物の成長試験をシロネズミを用

いて予備飼育実験を実施し，今毯の玄米パン普及

の資料とするものである。

表 1

実験方法

ッロネズミはウイスクー系生後35日の同腹の

ほぼ同体重の雌雄6匹を玄米パン群にo1匹，g

2匹，対照群の普通パン群にo1匹， 92匹を用

い2群にわけば輝食用玄米パンと雌パン

（本食）の自由摂取と野菜（キャベッ，人蓼）は

同璽直時与え 15 0日間飼育し，体重および食餌

の摂取量を測定した。

なお，副食の飼料配合をするべ言であるが，玄

米パンと普通パンの成長差を端的に結果を比較し

た後．今後副食にあたる飼料組成による本実験を

試みるための予備実験である。

実験結果および考察

飼料の玄米バンと普通パンの栄養価は表 1のと

おり、当所分析の玄米パンと学校給食用玄米パン

の公開雌量とは若干の部iあるが，学佼給食用

飼料の栄養量
％
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小麦粉には各ピクミンが強化されている小麦粉を 比ぺ玄米パンの栄養量は多い。

用！｀ヽた玄米パンであり、各栄養素とも普通バンに
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シロネズ§の予備飼1』芙験の結果をみていくと
詈

実験匹数が少なく、完全なる結果とは云えないだ

ろうが，その成長曲線は図 1のように，雄では幼

児期にあたる発育期間ではほぼ成長には差はな

く，生孫 11 0日，実験開始後80日頃より玄米

，，ミンのシロネズミが発育良好になり，そのまま

150日爬呑六いる。ちなぶC和＜ミ〇苔紅ヒトの30倍で

1 00日飼育はヒトの8,000日にあたる。

表2. 玄米ペン，普通パン栄養試験成績
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体重増加量は表2に示すように玄米パンでは

28..6,5 g普通パン 26 8, 2 gと明らかに差はあ

るが， 1匹 1日当のバン摂取量は玄米パンで．

26,9g,普通パンで 23, 2 gと玄米パン 8ネズ

ミの摂取量が多いのは玄米パンをより好むからと
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効率をみると．副食の飼料配合を与えないため全

般的に飼料効率は低いが玄米バンでは'ZO %，普

通パンで7.6％と普通パンの飼料効率が高く，体

重増加とは逆の関係があらわれており，飼料の要

食状況と成長の状態は良好であるが，必ずしも栄

思われ，その結果として体重が増し，それはまた 衰的に優れた結果とは云えない。

摂取量の増加をもたらすという循環になる。また

飼科100g当bの体重熾加量の鉗怜田う示す釦料
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雌0成長曲線は図 2の；よう匠実験開始直後より

明らかに普通パン群の発育が良好であるが．生後

1 5 0日，実験開始後 12 0日目 O発育安定期

より逆に玄米パン群の発育が上昇し 15 0日に至

つている。結果的には表2の体重増加最に示すよ

9に玄米バン群では 205,6g普通パン群では

1 8 l O gと玄米パン群が優位を示している。

1匹 1日当bのパン摂取最は玄米バン群で 19.1

g，普通バンで 18. 7 gとほとんど同じ摂取最で

ある。

また飼料効率をみると玄米パン群が7.1 %，普

通パン群が6.4％と玄米パン群が勝つていること

d:摂取最の割に体重の増加は更にそれを上回ると

いうことで，玄米バン飼料が栄養的に優れている

ことを示すものと思われる。

ま と め

玄米バンと普通パンによるシロネズミの栄蓑試験

の結果，雌雄両群とも玄米パン群が普通パン群に

比べ体重増加の発育良好結果がみられるが，雄で

は体重増加率も高いが摂取量も多く，飼料効率が

逆に低い，雌では飼料効率も高く，体重増加量も

多いことから，実験匹数や副食の飼科配合の問題

もあろうが玄米パン飼料が栄養的に優れているも

のと考えられる。


